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石見東小学校で全校児童と保護者があいサポーター研修を受講しました。



　９月13日（金）に東京オリンピック・パラリンピックの開催を来年に控え、地域共生
社会の実現に向けた機運が高まる中、障がい者の理解を深めようと石見東小学校でＰＴＡ
活動の一環として、全校児童・教職員・保護者を対象にあいサポーター研修を実施しまし
た。当日は総勢161名が参加し、様々な障がいについて、どんなことに配慮が必要かを親
子で考えました。また、最近全国的に頻発している災害について学び、災害が発生したと
きにはどうしたらいいかを考えました。災害時の非常食を試食したり、親子で災害につい
ても考える機会となりました。

　様々な障がいの特性や障がいのある方が困っていること、必要な配慮などを知り、必要
なときにちょっとした手助けができる「あいサポーター」の活動を広げ、差別のない“や
さしくて温かい地域社会づくり”を目指す運動です。

　社会福祉協議会では、地域や職場などで行われる様々な研修、会合等において、主催者
の希望に応じて「あいサポーター研修」を実施します。「あいサポート運動、あいサポー
ターについて話を聞いてみたい」「地域、職場の研修で、あいサポート運動を取り上げて
みよう」と思われる方は、お気軽にお申込み下さい。
●研修の内容
　あいサポーター研修は、約75分程度、次の４つの項目について研修を行います。研修
修了後には、あいサポートバッジを交付します。
　①あいサポート運動について（講義）
　　・あいサポート運動の趣旨等について説明します。
　②多様な障がいの特性などを理解するためのＤＶＤ視聴（約50分）
　　・障がいの内容、特性
　　・障がいのある方が日常生活で困っていること
　　・その時に必要な配慮
　③あいサポーターの役割の理解（講義）
　　・あいサポーターの役割について説明します。
　④簡単な手話講座
　　・「こんにちは」、「ありがとうございます」など簡単な手話を紹介します。
●研修講師の謝金・バッジ交付に係る経費は必要ありません。
　会場の確保・ＤＶＤ視聴機器の準備はお願いします。
　（機器の準備ができない場合はご相談ください）

石見東小学校の全校児童と保護者が
あいサポーター研修を受講しました。

あいサポート運動とは
  ～まず、知ることから始めましょう～

地域や職場で「あいサポーター研修」をしてみませんか。

研修についてのお問合せ先／社会福祉協議会℡84-0332
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　「あいサポーター研修」で講師をしていただく方を「メッセンジャー」と言います。
　「メッセンジャー」となるためには、島根県社会福祉協議会が開催する「メッセン
ジャー養成研修」を受講する必要があります。養成研修受講後は、地域や職場で開催され
る「あいサポーター研修」のメッセンジャー（講師）を務めていただき、「あいサポート
運動」の輪を広げる担い手となっていただきます。島根県では1,340名の方が登録されて
います。
　邑南町でも社会福祉協議会職員の他に、島根県社会福祉事業団「緑風園」、邑智福祉振
興会「愛香園」の職員さんや地域住民の皆さんなど約60名の方が「メッセンジャー」と
して登録されています。

　上田さんは、研修内容が分りやすくなるように手作りした説明資料を使うなど工夫し
ながら、メッセンジャー活動に取り組んでいただいています。

　10月23日（水）、瑞穂中学校１年生24名が福祉
学習として、町内の公共施設（元気館、道の駅みず
ほ）、福祉施設（ケアハウスゆめあいの郷、小規模
多機能ホームこもれび）４ヶ所の施設見学を行いま
した。
　公共施設では障がい者や高齢者のための工夫には
どんなものがあるかを探したり、福祉施設では施設
職員さんから直接施設や介護用ベッド等の説明をし
ていただき、高齢になった時の生活をイメージして
みたりと、学校では教わる事のない学習の数々を緊
張しながらも真剣に取り組んでいました。

活動状況紹介

「あいサポーター研修」の講師役
　「あいサポートメッセンジャー」について

瑞穂中学校1年生が福祉学習で町内の施設を見学しました。

メッセンジャーとして石見養護学校で活動中の
　� 社会福祉法人　邑智福祉振興会　上田　将洋さん
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　10月１日（火）、赤い羽根共同募金運動の一環として邑南町共同募金委員会と邑南町
社会福祉協議会の役職員が町内の事業所、商店、施設、学校、保育園、役場などを訪問さ
せて頂き、たくさんの皆さんに募金や物品の購入（図書カードやクオカード、町内の施設
で作られたクッキーやコーヒーなどの募金グッズ）にご協力いただきました。
　また、各世帯の皆様には福祉委員さんを通じて戸別に募金のお願いをさせていただいて
います。
　今年、寄せられた募金は来年度の地域福祉活動の財源として大切に使わせていただきま
す。ご協力ありがとうございました。

○愛香園
　クッキー・マドレーヌ・
　焼きドーナツ
○はあもにぃはうす
　クッキー・ラスク・
　せっけん・米粉
　　○緑風園
　　　コーヒー・健康茶

　10月20日（日）、はすみリゾートまつりの会場
に於いてはすみスポーツ少年団の子ども達の協力を
得て、赤い羽根共同募金活動を実施しました。子ど
も達の元気な呼掛けに答えていただき、たくさんの
方が温かい気持ちを届けてくださいました。また、
昨年に引き続き実行委員会の皆さんのご協力のもと
「ひとり一品運動」のブースを設けさせていただき
ました。たくさんの食料品や生活用品の寄贈をいた
だきありがとうございました。

赤い羽根共同募金運動が
始まりました!

じぶんの町をよくするしくみ

 町内の福祉施設の　　

　　ご協力グッズ紹介

はすみスポーツ少年団の子どもたちが街頭募金活動に協力！
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　今年も「赤い羽根共同募金（歳末たすけあい募金）」を財源として、１人暮らし高齢
者の方を対象に「おせち料理」の配食を邑南町民生児童委員協議会との共催事業として
計画しています。予約申し込みは一人暮らし高齢者の世話人さんを通じて行う予定です
が、お電話での申込みも可能です。
☆対象者　町内在住の65歳以上のひとり暮らしの方で、年越しをひとりで過ごされる方
☆お届け日　12月31日（火）
☆負担金　2,000円（3,000円のおせち代金のうち地域歳末より1,000円を助成します。）
☆申込締切　12月９日（月）
☆問い合わせ・申込先　社会福祉協議会　電話84-0332または050-5207-5434

　９月19日（木）に会員30名
の参加により、しまね海洋館
「アクアス」へ出かけました。
シロイルカ・アシカ・アザラシ
のパフォーマンス、島根ならで
はの日本海に生息する生き物を
観賞しました。昼食後は、幻の
鉄道遺産「広浜鉄道今福線」
を、嘉野徳男さん・松島道幸さ
んの案内により車中から見学し
ました。
　好天にも恵まれ、お互いに元
気に再会できた喜びに、楽しい
一日を過ごす事ができました。

　９月25日（水）に会員29
名の参加により川本町にある
湯谷温泉「弥山荘」へ出かけ
ました。お隣の「長江寺」を
見学した際には、皆さんで庭
にある大木に感心され、囲う
ようにして大きさを測ってお
られました。久しぶりに外出
された方も多く、ゆっくり温
泉と食事、みなさんとの会話
を楽しまれていました。当日
は天候にも恵まれ、帰りには
みなさんたくさんの買い物を
して有意義な時間となりまし
た。

　10月９日（水）に会員18
名の参加により浜田市旭温泉
「しろつの荘」へ出かけまし
た。
　温泉に入り、美味しい食事
をいただき、楽しくお喋りを
した後、帰りには地域交流プ
ラザまんてんで買物をして帰
路につきました。お出かけ日
和で楽しい交流の１日となり
ました。

１人暮らし高齢者の会で研修交流会を開催しました!

「おせち料理」の配食について
ひとり暮らし高齢者の方への

羽須美地域

｢ほたる会｣
瑞穂地域

｢いなほ会｣
石見地域

｢さつき会｣

お知らせ
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◆奨学生の資格
　奨学生となる方は、町出身の学徒で、
経済的理由により学資の支弁が困難であ
り、他の資金からの借入を受けることも
困難であると認められた方。また、奨学
生選考委員会において適当と認められた
方。
・町内に５年以上居住している方。
・両親又は両親にかわる保護者が10年

以上町内に居住している方。

◆対　　象
　高等学校、高等専門学校、短期大学、
大学
（＊但し大学院は対象となりません）

◆貸与額
　・高等学校 　　
　　　月額　　２０，０００円以内
　・専門学校、短期大学、大学
　　　月額　１００，０００円以内
　　〔＊奨学資金貸与総額＝
 希望月金額×就学月数〕

◆奨学生の決定
　奨学生選考委員会において選考の上で
仮決定する。（一時決定２月下旬、以後
は随時）入学後、在学証明書の提出を
もって本決定とする。

◆貸与方法
　年３回指定口座へ振り込み
　（４月・８月・12月）

◆据置期間
　卒業後５ヶ月
　（６ヶ月後から償還開始）

◆返還期間
　10年以内
　
◆返還額
　貸与総額（無利子）

◆返還方法
　月賦または半年賦／年２回（３月末、
９月末）のいずれか
※新たな奨学生より月賦による返還が選
択できるよ
うになりま
した。

　邑南町社会福祉協議会では、令和２年度奨学資金貸与
事業の奨学生を募集します。この事業は、町出身の学生
で経済的な理由によって就学が困難な方に対して、無利
子で学資を貸与する制度です。
　高校、大学等に在学中の方にも貸与可能です。年度途
中でも随時受付とします。お気軽にご相談ください。

社会福祉協議会は“おおなんの子どもたちの夢”を応援します！

令和２年度 奨学資金貸与事業のご案内〈無利子〉

●募集期間
　令和２年1月10日（金）～2月7日（金）
●お問合せ
　社会福祉協議会
　☎84-0332　☎050-5207-5434
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災害ボランティア・NPO活動サポート募金について

　「福島県共同募金会」「長野県共同募金会」「宮城共同募金会」では、台風19号で被災され
た方々を支援することを目的に下記のとおり義援金を募集しています。
<福島県共同募金会>　　
　福島県では多数の人的被害及び家屋の全壊等の住宅被害が発生し、県内12市26町12村に災害
救助法が適用されました。福島県共同募金会では、この災害された方々を支援することを目的に
義援金の募集を実施します。みなさまのご協力をお願いいたします。
<長野県共同募金会>　 
　長野県内で人的被害をはじめ家屋の浸水などの広範囲による甚大な被害が発生し、複数の自治
体で災害救助法が適用されました。長野県共同募金会では、この災害により被災された方々を支
援することを目的に義援金の募集を実施します。みなさまのご協力をお願いいたします。
<宮城県共同募金会>　　
　令和元年台風19号に伴う災害により多数の方が生命又は身体に危害を受け、又は受ける恐れ
が生じることから宮城県全域14市20町１村に災害救助法が適用されました。宮城県共同募金会
では、この災害で被災された方々の支援することを目的に義援金の募集を実施します。みなさま
のご協力をお願いいたします。
　※募集期間の比較的長い県を掲載しています。掲載のない被災県でも災害義援金の募集を実施

していますので、各都道府県共同募金会にお問合せください。
　●受付期間　令和２年３月31日（火）まで（＊受付期間は延長される場合があります。）
　●義援金の受付方法
　　①振込・振替（詳細はホームページhttp://ohnan-shakyo.or.jp/でご確認ください）
　　②現金書留による義援金の送付について
　　　・福島県共同募金会　〒960-8141 福島県福島市渡利字七社宮111　
 社会福祉法人福島県共同募金会
　　　・長野県共同募金会　〒380-0871 長野県長野市西長野143-8　長野自治会館2階　
 社会福祉法人長野県共同募金会
　　　・宮城県共同募金会　〒984-0051 宮城県仙台市若林区新寺1丁目4-28
 社会福祉法人宮城県共同募金会
　　　　＊現金書留用封筒に「救助用郵便」と明記してください。郵便料が免除されます。
　●その他　　詳細はホームページhttp://ohnan-shakyo.or.jp/でご確認ください

　社会福祉法人中央共同募金会では、災害時に被災地で被災者支援や復興活動するボランティア
やNPOの活動を支える資金支援の仕組みとして『災害ボラサポ（災害ボランティア・NPO活動
サポート募金）』を設置し、災害発生に限らず常時寄付金を受け付けて居ます。
常時寄付金を受け付けていることで迅速に被災者支援活動団体へ助成することが出来ます。
その他にも防災・減災力向上のための活用や、災害時に備えた準備のための基盤整備活動にも役
立てられています。
　詳細はホームページ　社会福祉法人中央共同募金会
 https://www.akaihane.or.jp/saigai-news/gienkin/7572/でご確認ください。

令和元年度
台風19号 災害義援金の募集について
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付
物
品
】

東
大
和
市�

三
宅　

敏
博　

様

 

（
ハ
ン
デ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト一台
）

　
多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢

者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
児
童

福
祉
推
進
事
業
を
は
じ
め
と
し
、

地
域
福
祉
推
進
（
地
区
社
協
へ
の

助
成
等
）
の
組
織
化
及
び
活
動
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　社協では、ボランティアさん
の協力を得て、配食サービスの
お弁当に月に一度、絵手紙を添
えてお届けしています。季節を
感じられる絵とメッセージが添
えられています。９月、10月分
をご紹介します。

絵手紙の
紹介

協力ボランティアグループ
 「高原絵手紙文通サークル」

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
ハ
ン
デ
ィ

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
ご
希
望
の

方
に
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。
マ

イ
ク
型
の
本
体
と
テ
レ
ビ
を
専

用
の
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
す
る
だ

け
で
利
用
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
社
協
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

貸
出
対
応
し
ま
す
！
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